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椹
力
は
其

の
政
治
的
性
質
を
失

ふ

…
:
・…
…
…
無
産
者
は
有
産
者

に
…封
ず
る
闘
争
に
於

て
、
必
然
的
に
階
級
に
結
合

し
、
革
命

に
よ
っ
て
自

ら
支
配
階
級
ご
な
り
一
支
配
階
級
ε
し
て
強
力
的
に

古
き
生
産
關
係
を
廃
止
す
る
ε
錐
も
、
彼
等
は
此
の

生
産
關
係
の
屡
止
ε
共

に
、
叉
階
級
樹
立
の
存
立
條

件
、
階
級

一
般
を
塵
止
し
、
從
て
叉
、
階
級
ε
し
て

の
彼
れ
自
身
の
支
配
を
塵
止
す

る
。
奮
來
の
有
産
者

肚
會
ざ
之
に
俘

ふ
ε
こ
ろ
の
階
級
及
び
階
級
樹
立
の

代
り
に
、
共
庭
で
は
各
人
の
自
由
な
る
獲
展
が
萬
人

の
自
由
な
る
獲
展

の
た
め
の
條
件
で
あ

る

ご

こ

ろ

第
十
四
巻
.

(第
六
號

一
五
三
)

一
〇
七
五

噛

■



雑

録

冥

産
宣
言
』
り
英
滞
水
に
つ
い
て

第
+
四
巻

(第
六
號

董

四
二

〇
七
六

あ

ぬ

つ

の
、

一
の
自
由
團
結

が
生
れ

る
。」

「
魯

く
興
。互
σq
↓
。
琶

二

は
、
種

々
の
機
會

に
最

も
多
く

　

　

右

の

文

章

の

う

ち

、

私

が

假

に

『
團

給

せ

る

個

人

の

一
引

用

さ

れ

る

向

で

あ

る

。

そ

れ

は

醤

課

に

§

・・
戴
武

乎

に

」

ピ

繹

出

し

た

の

は

、

原

文

に

言

自
露

出
讐

紆

p

一
ミ
ミ

歌

曲

ミ
Nミ
ざ

冨

琶

芽

「

ε

し

て

あ

っ

た

の

を

、

ロ
興

留

。。
o
N
罪

①
口

ζ
集
く
置
戸勇

、し
あ

っ

て

、

可

な

り

繹

し
.

新

謬

で

は

§

、
譜

譜

。
h

巴
一
ミ
遥
}

一三
{8

[
ε

し

て

に

く

い

文

字

で

あ

る

が

、

そ

れ

は

警

鐸

に

は

ぎ

二
さ
.

み

る

が

、

何

故

新

嘗

の
両

謬

ご

も

原

文

に

無

産

者

ご

あ

訂

昌
島

o
『
腰

回、器
げ
p
鴇
。
9
p
臨
o
p

o
⊃

7
。

二
、,
Q
写

碁

穿

5

る

の

を

、

そ

の

ま

工

鷲

2
魯

「
互
尻

ξ

せ

す

に

、

特

に

ご

意

繹

し

て

め

る

。

し

か

る

に
新

繹

で

は

簡

軍

に

原

文
.

♂<
。
「穿

る

ヨ
。
昌

叉

は

!ぎ

「ぎ

第
.
ε

し

尭

の

で

あ

ら

う

P

の

ま

Σ

宵

守
¢

ぎ

目

切

亀

p
路
○
。
同彗
。
二

更

ヲ
重

奏

Hψ

ご

之

を

要

す

る

に

.

新

鐸

も

決

し

て
完

全

な

も

の

で

は

し

て

あ

る

。

ご

ち

ら

が

可

い

か

私

に

は

解

ら

な

い

が

、

皿
な

一

、

場

所

に

よ

っ

て

は

却

て

蔵

鋒

の

方

が

可

い

ε

思

兎

も

角

さ

う

い

ふ

違

ひ

が

あ

る

。

叉

最

後

の

所

は

原

は

れ

る

部

分

が

な

い

で

も

な

い

が

、

し

か

し

大

鑑

に

於

交

に

は

〉

昌

旺
O

Q巾
量

定

飢
興

讐

2
一

げ
綻
びq
①
匡
芭

器
『

て

新

諜
　
の

申刀

が

、

よ

b

原

文

に
近

い

ピ

言

っ

て

差

支

あ

○
Φ
の
巴
『
∩
ぴ
O
津
・:
:
;
:
三

体

O
ぎ
O

>
沼
O
臨
脚
臨
O
コ
嘲

謹
〇
二
旨
:
・

る

ま

い
o

・:
…

ε

な

っ
て

み

る

の

だ

が

、

そ

れ

が

欝

繹

に

は

ぎ

祖
ρ
8

0
{
昏

o

o
匡

σ
2

「
『q
⑳
o
ぢ

ψ
o
畠

曙

:
…

≒

、

隔"
ミ
、

詮

ミ

騨
p

p
鴇
o
o
[p
ぼ
0
9

…昌

白
三
島

…

:
…

・
　」

な

っ

て

.

み

る

の

に

、

新

津

に

は

ぎ

二
器

三

三

三

二
H。

。
江

げ
o
冥
鴨

o
凶加

⑳
o
o
寄
受

…

・
・…

虚
=

p
し。し・
O
o
固p
臨
o
p

歳
、
、
ミ
篭

[口

　

げ
…

・-
・
・
嵐

・
な

・
て
・
て
、
総
・
重

丈

に
近

い
ε
謂

ひ
得

ら
れ
や
う
。

皿

在

室
・・
の
最
後
の
結
箆

喜

・昼

昔

昼

・L

`

、
」


